
地震本部の成果物の配色方針について（案）

リスク・ハザード 

配 色 赤紫 赤 朱色 橙 黄 淡黄 青 水色 薄灰 

 

【基本的な方針】

【適用範囲】

【その他】

「地震本部の成果物」のうち、リスクやハザードの大きさを示す図

○ 連続表示についてはなるべく避け、段階表示とする。
○ 現状、９段階以上の色分けとなっている図は、適宜段階を見直し９段階以内とする。
○ 上記の方針は今後作成する図から適用する。
○ 上記の方針に従うことで視認性を損なうと判断される図については、個別に検討する。

○ 使用する色は、描画対象に応じて上記のスケールから適宜選択する。
（※ 配色の選択の際には、安心情報とならないよう注意すること。）

○ 背景色（陸地、海）は、白色、灰色、水色の中から選択する。
○ 「不明」は灰色とする。

（※正負の値をとる図、又は他機関で色彩が定義された図は含まない。）
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中央構造線断層帯
（全体が同時に活動・中角度）
簡便法による地表震度分布

配色の変更イメージ（その１）



警固断層帯の地震を想定した強震動評価
工学的基盤上の最大速度分布（ケース1b）

配色の変更イメージ（その２）



主要活断層の評価結果

配色の変更イメージ（その３）


